
事前準備

子どもにやさしいア
カウンタビリティ

パイロット版

パイロット事業を開始するまえに次の準備活動を必
ず行ってください

チャイルド・ファンドのスタッフの
事前ワークショップ

被害を受けた子ど
もへの支援の流れ
を確認

学校2校と学校に通っていない子どもたちが参加するプロ
グラム2件の選定

学校、先生、PTA、NGOスタッフ等
からの同意取り付け

参加する子ど
もたちを選ぶ

若者への研修の準備

子どもと保護者へのインフ
ォームド・コンセント

パイロット実施4カ国の

チャイルド・ファンドの

スタッフ

• �子どもにやさしいアカウンタ

ビリティ手順

• �子どもにやさしいアカウンタ

ビリティのツール

• �ガイドライン、評価、報告

の方法

• 研修モジュール
支援を仰ぐ子どもの保護を担う
人/機関を1-2人/団体を特定

対応
子どもへの暴力/脅迫への

少なくとも学校2校 + 2件のプログラム 学校に通っていない子ども
パイロット事業の
対象として特定

もし、支持が得られない
場合は、パイロット事業
を行うべきではありせん

意思決定者がプログラ

ムを理解し支持するこ

とが必須です

チャイルド・ファ
ンドのスタッフ
は、先生、PTA等
と必ず会って話
しましょう

説明すべきこと：子
どもにやさしいア
カウンタビリティ事
業の目的とスケジ
ュール
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フィールド・マニュアルのガイドライン
に沿って募集します。

研修の成果は準備とファシリテー
ターの資質によって大きく左右さ
れます

1カ所につき10人
を男女同数選定し
ます。

セッション毎に慎重に準備す
ることで

目的が理解され
ます

事業について十分
に説明し、参加の
同意を得ます

参加する子ども
保護者
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研修パッケージ

Field 
Manual



活動について
パイロット事業の活動は、「子どもにやさしいアカウンタビリティ」プロジェク

トの手順に沿って、評価・分析・行動の３つの活動分野から構成されます。

アセスメント（評価）

活動１

分析

活動２

行動

活動３

子どもを守る諸規則を子どもに
わかりやすい言葉に書き表し、仲
間や保護者、先生に説明します

1.1: 導入と子どものプロテクション研修

1.2: 子どもを守る諸規則
を知る

1カ所につき2件のワークショップ

参加する 
子ども

保護者、先
生、NGOスタッ

フ他

パイロット事業

学校や地域で子どもを守る
ことにつながる規則・きま
りにどのようなものがある
か調べます

1.3: 調べたことを共有する

研修パッケージには、すべてのアクティビテ
ィの進め方が盛り込まれています

参加した子どもたちは、子どもを守る様々な取り
組みの調査結果と分析結果を仲間や保護者、先
生に共有します

2.1: 子どもを守るアクターについて調べる

子どもを守る地域の仕組み
について学びます

子どもを守る様々なアクター
を明らかにします

2.2: 子どもを守るアクター
へのインタビュー

2.3: ギャップや阻害要因を分析
し報告する

2.4: 調査結果の共有

インタビュ
ーを行ない
ます

それぞれの役
割・権限を理
解します

子どもたちは以下のことを一緒に
行います

阻害要因
を特定

子どもを守る
様々な仕組み

を分析

ギャップ
（不十分
な点）を
特定

3.3: 行動計画の実施

3.2: 仲間と地域の人たちの
参加を呼びかける

3.1: 子どもを守るためのギ
ャップ、阻害要因を解消す
るための行動計画つくり

子どもを守る取り組みを強化
するために変えるべきことを
一つ考えます

3.1で特定した課題と
解決策を伝えます

子どもたちは仲間や地
域の人々の応援を得て

実行します

行動計画を
策定し

先生、保護者、仲間の応援を
呼びかけます

1 行動計画を
策定して

現実的な目標を設

定します

子ども

子ども

子どもにやさしいア
カウンタビリティ

パイロット版

通っている学
校、参加して
いるプログラ
ムに絞って調
べます


